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合
併
の
方
式
が
　
　
　
　
　

　
「
編
入
合
併
」
に

　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た



　
　

平
成
29
年
10
月
17
日
、
館
林
市
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
８
回
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
継
続
審
議
事
項
と
な
っ
て

い
た
「
合
併
の
方
式
」
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

用語の説明
「審議事項」…会長から提案し、合併協議会で審議・決定するものです。例：「議案第○号」
　なお、継続的な審議が必要な場合は「継続審議事項」として、次回以降も引き続き審
議を行います。
「協議事項」…審議事項とする前に、事務局からの事前説明を行い、次回以降の合併協
議会で審議・決定するものです。例：「協議第○号」

第８回合併協議会で審議及び協議された内容 第
８
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
８
議
案
の
審
議
、
４
議
案
の

協
議
（
事
前
説
明
）
が
行
わ
れ
ま
し
た　

次
に
、前
回
の
合
併
協
議
会
で
協
議（
事

前
説
明
）
が
行
わ
れ
た
６
議
案
及
び
「
平

成
28
年
度
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

歳
入
歳
出
決
算
」
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
以
降
の
審
議
に
向
け
た

４
議
案
の
協
議
（
事
前
説
明
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
た
内
容
と
各
委

員
か
ら
の
質
疑
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

協 議 事 項

協議第　号25 【合併協定項目　　　】国内・国際交流事業について－

合
併
の
方
式
に
つ
い
て（
継
続
審
議
）

議
案
第
８
号

審 議 事 項

議案第　号８ 【合併協定項目　１　】合併の方式について（継続審議）

議案第　号20 【合併協定項目　　　】消防団の取扱いについて22

議案第　号21 【合併協定項目　－　】農林水産関係事業について23 18

議案第　号22 【合併協定項目　－　】商工・観光関係事業について23 19

議案第　号23 【合併協定項目　－　】勤労者・消費者関連事業について23 20

議案第　号24 【合併協定項目　－　】建設関係事業について23 21

議案第　号25 【合併協定項目　－　】下水道事業について23 22

協議第　号26 【合併協定項目　－　】人権推進事業について23 ４

協議第　号27 【合併協定項目　－　】ごみ収集運搬業務事業について23 16

協議第　号28 【合併協定項目　－　】環境対策事業について23 17

議案第　号26 平成　年度館林市・板倉町合併協議会歳入歳出決算について28

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

　

合
併
の
方
式
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
、

事
務
局
か
ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
た
意
見
交
換
の
中
で
、
各
委
員
か

ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
真し

ん
し摯
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
３
回
目
の
意
見
交
換
と
な
る

第
６
回
合
併
協
議
会
で
は
「
新
設
合
併
」

に
賛
成
す
る
委
員
が
４
名
、「
編
入
合
併
」

に
賛
成
す
る
委
員
が
15
名
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
と

お
り
具
体
的
な
調
整
方
針

を
お
示
し
し
ま
す
。

23 １

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
両
市
町
の
合
併
は
、
邑
楽
郡
板
倉

町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
館
林
市
に

編
入
す
る
「
編
入
合
併
」
と
す
る
。

◆
消
防
団
の
取
扱
い

　

館
林
消
防
団
及
び
板
倉
消
防
団
に
つ
い

て
は
、
団
員
の
処
遇
や
活
動
内
容
は
統
一

さ
れ
て
お
り
変
更
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
組
織
体
制
及
び
名
称
に
つ
い
て
は
地

域
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
方
面
隊
制
あ
る

い
は
支
団
制
な
ど
の
体
制
を
検
討
し
、
合

消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

議
案
第
20
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

委
員
か
ら
の
意
見
（
要
旨
）

　

消
防
団
員
は
、
郷
土
を
愛
す
る
と

い
う
気
持
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
で
入
団
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
合

併
す
れ
ば
、
消
防
団
の
名
称
や
役
員
、

組
織
な
ど
の
再
編
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
が
、
団
員
の
士
気
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
業
務
を

行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、「
館
林

消
防
団
」「
板
倉
消
防
団
」
と
い
う
慣

れ
親
し
ん
だ
名
称
に
つ
い
て
は
残
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
役
員
や
組
織
に
つ
い
て
も
、
団

長
や
団
員
な
ど
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
関
係
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
21
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

◆
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　

両
市
町
で
は
、
優
良
な
農
地
の
保
全
と

農
業
振
興
に
関
す
る
各
種
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
記
載

す
る
項
目
は
同
様
で
す
が
、
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
手
続
き
の
申
請
受
付
時
期
と

回
数
が
異
な
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
は
市
町
の
計
画
を
そ
の
ま
ま
移
行

し
、
合
併
後
に
新
市
に
お
い
て
策
定
し
ま

す
が
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

に
つ
い
て
は
、合
併
時
ま
で
に
調
整
し
ま
す
。

◆
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す

　
る
基
本
的
な
構
想

　

両
市
町
で
は
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
が
農
業
生
産
の
相
当
部
分
を
担

う
よ
う
な
農
業
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る

基
本
的
な
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
農

業
経
営
の
目
標
と
す
る
年
間
労
働
時
間
や

年
間
農
業
所
得
は
同
様
で
す
が
、
主
要
な

営
農
類
型
が
異
な
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
的
な

構
想
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
は
市
町
の

構
想
を
そ
の
ま
ま

移
行
し
、
合
併
後

に
新
市
に
お
い
て

策
定
し
ま
す
。

◆
農
地
転
用
許
可

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
非
農
業

的
に
利
用
（
開
発
）
す
る
場
合
に
は
、
農

地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５
条
の
規
定
に
基

づ
く
農
地
の
転
用
許
可
が
必
要
で
す
が
、

両
市
町
で
は
こ
の
取
扱
い
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。

　

館
林
市
で
は
、
群
馬
県
よ
り
権
限
移
譲

を
受
け
て
事
務
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
転

用
面
積
が
４
ha
以
下
の
場
合
に
は
農
業
委

員
会
が
許
可
権
者
と
な
り
、
４
ha
超
の
場

合
に
は
農
業
委
員
会
が
申
請
を
受
理
し
、

県
へ
進
達
の
う
え
県
知
事
が
許
可
し
て
い

ま
す
が
、
板
倉
町
で
は
、
権
限
移
譲
を
受

け
て
い
な
い
た
め
、
面
積
に
か
か
わ
ら
ず

農
業
委
員
会
が
申
請
を
受
理
し
、
県
へ
進

達
の
う
え
県
知
事
が
許
可
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
転
用
許
可
に
つ
い
て
は
、
館
林
市

の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

商
工
・
観
光
関
係
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
22
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

◆
新
規
団
地
開
発
の
推
進

　

両
市
町
で
は
、
財
源
確
保
と
雇
用
の
維

持
及
び
拡
大
、
地
域
経
済
の
更
な
る
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
規
団
地
開
発

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
館
林
市
で
は
、
全

て
の
団
地
が
分
譲
済
み
で
あ
る
た
め
、
既

存
の
工
業
・
産
業
団
地
の
拡
張
を
検
討
し

て
お
り
、
板
倉
町
で
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
産
業
用
地
の
整
備
及
び
分
譲
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

新
規
団
地
開
発
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
産
業
用
地
の
整
備
及

び
分
譲
に
つ
い
て
考
慮
し
な
が
ら
、
合
併

後
も
新
規
団
地
開
発
の
事
業
化
に
向
け
て

引
き
続
き
群
馬
県
へ
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

◆
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
整
備

　

板
倉
町
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
や
ま

ち
の
賑
わ
い
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続

し
ま
す
。

　

審
議
の
結
果
、
提
案
さ
れ
た
「
編
入
合

併
」
に
賛
成
す
る
委
員
が
15
名
、
賛
成
し

な
い
委
員
が
３
名
と
な
り
意
見
が
分
か
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
出
席
委
員

の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
議
事

を
進
め
る
「
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
会
議
運
営
規
程
第
６
条
」
に
基
づ
き
、

原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

併
時
ま
で
に
統
合
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
員
構
成
及
び
役
員
数
に
つ
い

て
は
、
団
員
の
士
気
向
上
に
配
慮
し
た
う

え
で
合
併
後
速
や
か
に
再
編
し
ま
す
。



◆
中
小
企
業
融
資
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

両
市
町
で
は
、
中
小
企
業
資
金
融
資
及

び
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
金
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
資
金
融
資
に
つ
い
て
は
、
館

林
市
で
は
小
口
資
金
、
経
営
振
興
資
金
、

経
営
安
定
資
金
、
小
企
業
者
緊
急
経
営
資

金
の
４
種
類
が
あ
り
、
板
倉
町
で
は
小
口

資
金
と
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
や

融
資
利
率
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
館
林
市

の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
が
、

小
企
業
者
緊
急
経
営
資
金
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
廃
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
金
に

つ
い
て
は
、
館
林
市
で
は
経
営
振
興
資
金

利
子
補
給
金
、
商
工
業
後
継
者
育
成
利
子

補
給
金
、
創
業
融
資
利
子
補
給
金
の
３
種

類
が
あ
り
、
板
倉
町
で
は
中
小
企
業
設
備

近
代
化
資
金
利
子
補
給
金
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
や
補
給
額
な
ど
が
異
な

る
た
め
、
館
林
市
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
合

し
ま
す
。

委
員
か
ら
の
質
問
（
要
旨
）

専
門
部
会
及
び

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
具
体
的
な

委
員
か
ら
の
意
見
（
要
旨
）

委
員
か
ら
の
意
見
（
要
旨
）

　

館
林
市
民
の
中
に
は
、
板
倉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
を
マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
て

い
る
か
た
も
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

住
民
説
明
会
な
ど
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
併
す
る
こ
と
で
東
洋
大
学
の

「
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
」
や
20
年
以
上

使
わ
れ
て
い
る
「
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
」
と
い
う
名
称
が
「
館
林
」
に
変

更
さ
れ
れ
ば
、
全
国
的
な
知
名
度
が

上
が
り
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で

　

合
併
時
に
廃
止
す
る
「
小
企
業
者

緊
急
経
営
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
景

気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
直
近
３
年
間
の
実
績
は
ど
の

程
度
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

委
員
か
ら
の
質
問
（
要
旨
）

委
員
か
ら
の
質
問
（
要
旨
）

　

平
成
26
〜
28
年
度
ま
で
に
利
用
さ

れ
た
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

専
門
部
会
か
ら
の
回
答
（
要
旨
）

専
門
部
会
か
ら
の
回
答
（
要
旨
）

◆
観
光
行
事

　

両
市
町
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
行
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
独
自
の
事
業
で
あ
る
た
め
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続
し
、
必

要
に
応
じ
て
合
併
後
に
再
編
し
ま
す
。

勤
労
者
・
消
費
者
関
連
事
業
に

つ
い
て

建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
23
号

議
案
第
24
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

◆
雇
用
奨
励
金

　

館
林
市
は
、
安
定
的
な
就
職
が
困
難
な

求
職
者
な
ど
の
自
立
を
助
長
す
る
と
と
も

に
、
常
時
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業

者
な
ど
に
対
し
て
各
種
の
雇
用
奨
励
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の

み
実
施
し
て
い
る
た
め
、
館
林
市
の
例
に

よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

◆
勤
労
者
資
金
融
資
制
度

　

両
市
町
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
の

促
進
を
図
る
た
め
、
勤
労
者
住
宅
資
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
林
市
は
、

勤
労
者
の
生
活
資
金
を
融
資
す
る
勤
労
者

生
活
資
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

勤
労
者
住
宅
資
金
に
つ
い
て
は
、
融
資

限
度
額
や
融
資
利
率
な
ど
の
融
資
条
件
が

異
な
る
た
め
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併

時
に
統
合
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
労
者
生
活

資
金
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の
み
実
施
し

て
い
る
た
め
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併

時
に
統
合
し
ま
す
。

◆
消
費
生
活
相
談

　

両
市
町
で
は
、
消
費
生
活
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
目
的
は
同
様
で
す
が
、
相

談
時
間
や
相
談
員
の

雇
用
形
態
が
異
な
る

た
め
、
館
林
市
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統

合
し
ま
す
。

◆
都
市
計
画

　

両
市
町
で
は
、
概
ね
20
年
後
を
目
標
と

し
た
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
や
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
を
定
め
る
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
及
び
館
林
都
市
圏
（
館
林
市
・
板

倉
町
・
明
和
町
・
千
代
田
町
・
邑
楽
町
）

で
の
連
携
強
化
や
機
能
分
担
を
行
い
効
率

的
な
都
市
運
営
を
図
る
た
め
、
広
域
的
な

立
地
適
正
化
の
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合

併
後
速
や
か
に
全
体
的
に
見
直
し
再
編
し

ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
立
地
適
正
化
の

方
針
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し

ま
す
。

◆
開
発
許
可
等
に
関
す
る
こ
と

　

館
林
市
で
は
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
市

街
地
の
環
境
の
保
全
や
災
害
の
防
止
、
利

便
の
増
進
を
図
る
た
め
、
開
発
許
可
等
の

事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
板
倉
町
で

は
群
馬
県
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
事
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

開
発
許
可
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合

し
ま
す
。

◆
景
観
計
画

　

板
倉
町
は
、
平
成
20
年
８
月
に
景
観
法

で
定
め
る
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
親
し
み
と
愛
着
と
誇
り
の

持
て
る
板
倉
ら
し
い
風
景
づ
く
り
を
進
め
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目

的
に
景
観
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、合
併
後
に
再
編
し
ま
す
。

◆
耐
震
改
修
促
進
計
画

　

両
市
町
で
は
、
地
震
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
つ

い
て
は
、
合
併
時
は
現
行
の

と
お
り
と
し
、
合
併
後
に
計

画
を
見
直
し
再
編
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
回
答
（
要
旨
）

　

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
関
し
て
、

現
在
の
主
要
建
築
物
の
耐
震
化
は
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

館
林
市
の
住
宅
に
対
す
る
耐
震
化

率
は
82
・
１
％
、
そ
れ
以
外
の
多
数

の
か
た
が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐
震

化
率
は
88
・
２
％
で
す
。

　

板
倉
町
の
住
宅
に
対
す
る
耐
震
化

率
は
74
・
８
％
、
そ
れ
以
外
の
多
数

の
か
た
が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐
震

化
率
は
93
・
９
％
で
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

◆
下
水
道
全
体
計
画
・
事
業
計
画

　

両
市
町
で
は
、
公
共
用
水
域
の
環
境
基

準
を
達
成
維
持
す
る
た
め
、
下
水
道
全
体

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
全
体
計
画
に
定
め
ら
れ
た
施
設
の
う
ち
、

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
合
併
後

の
ま
ち
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
非
常

に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
少
子
高　

化
が
進
み
、

時
代
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
中

で
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
目
玉

と
な
る
事
業
を
ど
の
よ
う
な
方
向
で

進
め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
現
状

で
は
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
産
業
施
設
及
び

　
商
業
施
設
の
誘
致
促
進

　

板
倉
町
は
、
優
良
な
産
業
施
設
な
ど
の

立
地
及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
産
業
用
地
及
び
商

業
用
地
に
進
出
す
る
指
定
事
業
者
に
対
し
、

各
種
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
産
業
施
設
及
び

商
業
施
設
の
誘
致
促
進
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続
し
ま
す
。

構
想
の
協
議
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
委
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

新
市
に
お
い
て
た
い
へ
ん
重
要
な
位

置
づ
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
市
の
希
望
と
な
る
よ
う
に
最
善
の

方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
活
発

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
名
称
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。



国
内
・
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

協
議
第
25
号

→
次
回
以
降
の
審
議
事
項
と
な
り
ま
し
た

　

両
市
町
の
国
内
交
流
事
業
と
国
際
交
流

事
業
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
質
問
（
要
旨
）

　

下
水
道
事
業
に
は
高
額
な
事
業
費

を
要
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
口
や

税
収
の
減
少
と
い
っ
た
社
会
状
況
を

踏
ま
え
ま
す
と
、
公
共
下
水
道
の
整

備
は
難
し
い
点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
で
は
合
併
浄
化
槽
の
整
備
を
推
進

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
協
議
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

下
水
道
事
業
と
し
て
は
協
議
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
委
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
国
や
群
馬
県
か
ら
は
汚
水
処
理

率
の
向
上
を
図
る
た
め
に
下
水
道
事

業
で
は
な
く
、
合
併
浄
化
槽
の
整
備

専
門
部
会
か
ら
の
回
答
（
要
旨
）

平
成
28
年
度
館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て

議
案
第
26
号

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

平成 28 年度合併協議会歳入歳出決算
歳出合計     10,760,708 歳入合計     11,898,097

内　訳 内　訳
運営費

負担金
10,798,000

（館林市 5,748,000）
（板倉町 5,050,000）

会議費 485,691
事務費 339,017

事業費
事業推進費 9,936,000

予備費 諸収入 97
予備費 0 県補助金 1,100,000

差引額 1,137,389（翌年度へ繰越）
（単位：円）

◆
国
内
交
流
事
業

　

両
市
町
で
は
、
自
治
体
交
流
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
相
互
理
解
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
内
交
流
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

館
林
市
で
は
、
沖
縄
県
名
護
市
と
の
友

好
都
市
や
山
形
県
天
童
市
と
の
観
光
物
産

等
相
互
交
流
協
定
、
山
形
県
上
山
市
と
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

板
倉
町
で
は
、
新
潟
県
上
越
市
と
の
姉
妹

都
市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

国
内
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
事
業

　

館
林
市
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
交

流
を
通
じ
て
教
育
・
文
化
・
芸
術
な
ど
の

連
携
を
深
め
、
市
民
の
国
際
理
解
や
国
際

感
覚
を
醸
成
す
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
市
と
の
姉

妹
都
市
、
中
華
人
民
共
和
国
の
昆
山
市
と

の
友
好
都
市
を
締
結
し
、
海
外
訪
問
団
派

遣
や
受
入
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
館
林
市

の
み
実
施
し
て
い
る
た
め
、
館
林
市
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て

協
議
第
26
号

→
次
回
以
降
の
審
議
事
項
と
な
り
ま
し
た

　

両
市
町
の
人
権
啓
発
事
業
と
人
権
教
育

の
推
進
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
人
権
啓
発
事
業

　

館
林
市
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
の
人
権

を
保
障
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
基
本
的

人
権
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
人
間
性
豊
か

な
館
林
市
を
築
く
た
め
、
人
権
尊
重
都
市

宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
理
念
に

基
づ
い
た
館
林
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関

す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、
講
演
会
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
擁

護
委
員
と
連
携
し
て
人
権
尊
重
の
理
念
を

広
く
市
民
に
啓
発
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

板
倉
町
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
連
携
し

て
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

人
権
尊
重
の
理
念
を
広
く
町
民
に
啓
発
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の
み
策
定
し
て
い

る
た
め
、
合
併
時
は
館
林
市
の
計
画
を
そ

の
ま
ま
新
市
に
適
用
し
、
合
併
後
、
新
市

に
お
い
て
速
や
か
に
策
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
人
権
尊
重
都
市
宣
言
に
つ
い

て
は
、
合
併
協
定
項
目
19
「
慣
行
の
取
扱

い
」
に
お
い
て
調
整
し
ま
す
。

◆
人
権
教
育
の
推
進

　

両
市
町
で
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
が
正
し
く
身
に
付
き
、
人
権
と
い
う
普

遍
的
文
化
を
構
築
す
る
た
め
の
教
育
活
動

を
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
面
か
ら
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
人
権
教
育
の
推

進
に
か
か
る
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
に
再

編
し
ま
す
。

ご
み
収
集
運
搬
業
務
事
業
に
つ
い
て

協
議
第
27
号

→
次
回
以
降
の
審
議
事
項
と
な
り
ま
し
た

　

両
市
町
の
ご
み
収
集
運
搬
に
関
す
る
こ

と
や
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
な
ど
３
項
目

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
次
の
よ
う
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
ご
み
収
集
運
搬
に
関
す
る
こ
と

　

両
市
町
で
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

巡
回
し
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
燃
や
せ

る
ご
み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
物
を

収
集
運
搬
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
的
は
同
様
で
す
が
、
収
集
休
業
日
や
収

集
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

ご
み
収
集
運
搬
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
収
集
休
業
日

や
収
集
時
間
が
異
な

る
た
め
、
館
林
市
の

例
に
よ
り
合
併
時
に

統
合
し
ま
す
。

５
～
７
年
間
で
実
施
す
る
予
定
の
施
設
の

配
置
な
ど
を
定
め
る
、
下
水
道
事
業
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
全
体
計
画
・
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
は
現
市
町
の
計
画
を
そ
の

ま
ま
移
行
し
、
合
併
後
に
新
市
に
お
い
て

策
定
し
ま
す
。

を
推
進
す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
板
倉
町
の
公
共
下
水
道
の

整
備
は
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
み
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
は
合
併
浄
化

槽
の
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画

　

両
市
町
で
は
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や

資
源
化
な
ど
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
た
め
に
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
年
度
ご
と
に
一
般
廃
棄
物
の
排

出
の
状
況
や
処
理
主
体
、
収
集
計
画
、
中

間
処
理
計
画
、
最
終
処
分
計
画
な
ど
を
定

め
る
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合

併
後
に
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
廃
棄

物
処
理
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
再
編
し
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
化
器
具
購
入
費
助
成
金

　

館
林
市
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
た
め
、
家
庭
内
で
発
生
す
る
ご
み
を
自

家
処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み
処
理
器
具
を

購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

ご
み
減
量
化
器
具
購
入
費
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
館
林
市
の
み
実
施
し
て
い
る
た

め
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
指
定
店
の
見
直
し
に
つ
い
て

環
境
対
策
事
業
に
つ
い
て

協
議
第
28
号

→
次
回
以
降
の
審
議
事
項
と
な
り
ま
し
た

　

両
市
町
の
環
境
基
本
計
画
や
環
境
美
化

事
業
な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
環
境
基
本
計
画

　

館
林
市
は
、
良
好
で
快
適
な
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
館
林
市

の
み
策
定
し
て
い
る
た
め
、
合
併
時
は
館

林
市
の
計
画
を
そ
の
ま
ま
新
市
に
適
用
し
、

合
併
後
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
策
定

し
ま
す
。

◆
環
境
美
化
事
業

　

両
市
町
で
は
、
住
民
や
事
業
者
な
ど
が

協
力
し
て
河
川
な
ど
の
水
質
浄
化
及
び
環

境
美
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
清
潔

は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
し
ま
す
。
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で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

環
境
美
化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

環
境
美
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
す

る
事
業
が
異
な
る
た
め
、
合
併
時
は
現
行

の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
に
再
編
し
ま
す
。

◆
斎
場

　

館
林
市
は
、
火
葬
炉
や
待
合
室
、 

式
場

な
ど
の
設
備
を
設
け
、
斎
場
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

斎
場
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の
み
設
置

し
て
い
る
た
め
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合

併
時
に
統
合
し
ま
す
。

◆
渡
良
瀬
遊
水
地
の
保
全
及
び
利
活
用
に

　
関
す
る
こ
と

　

板
倉
町
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
に
関
連
す

る
次
の
３
つ
の
協
議
会
な
ど
に
加
盟
し
て

い
ま
す
。

①
渡
良
瀬
遊
水
地
保
全
・
利
活
用
協
議
会

　
湿
地
の
保
全
と
湿
地
の
賢
明
な
利
用
を

　

図
る
た
め
、
関
係
機
関
及
び
周
辺
の
住

　

民
な
ど
が
協
議
を
行
う
組
織

②
渡
良
瀬
遊
水
地
エ
リ
ア
　
エ
コ
ロ
ジ
カ

　
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会　
　

　

ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
を
指
標
と
し

　

た
多
様
な
生
物
の
生
息
可
能
な
自
然
環

　

境
の
保
全
・
再
生
方
策
を
推
進
し
、
広

　

域
連
携
に
よ
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

　

を
推
進
す
る
組
織

③
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
関
係
市
町

　
村
会
議

　

湿
地
の
適
正
な
管
理
に
関
し
、
関
係
市

　

町
村
間
の
情
報
交
換
及
び
協
力
を
推
進

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
レ
ベ
ル
の
湿

　

地
保
全
活
動
を
促
進
す
る
会
議

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
保
全
及
び
利
活
用
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
板
倉
町
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

合併協議会ホームページでは、協議会の資料などを公開しています。
協議の状況や会議録を掲載していますので、ご覧ください。

また、館林市及び板倉町の公式ホームページにも両市町の広報紙をはじめ、
さまざまな情報が掲載されていますので、ご覧ください。

《
合
併
協
議
会
を
傍
聴
で
き
ま
す
》

第
10
回
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

日
時　

１
月
24
日
㈬　

午
後
２
時
か
ら

会
場　

板
倉
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※

　「 三県境 」とは、３つの県で構成される１か所の県境
のことで全国に　か所以上ありますが、そのほとんどが
山の山頂や尾根、河川上にあり、気軽に歩いていける場
所はありません。しかし、板倉町、栃木県栃木市、埼玉
県加須市の三県境は、全国で唯一歩いて行ける平地に存
在しています。

場　所：道の駅「きたかわべ」から南東に歩いて５分程度
問合せ：板倉町産業振興課商工観光係
電　話：7 0 - 4 0 4 0

40

『つつじ映像学習館』（館林市） 『歩いて行ける三県境』（板倉町）

定休日：月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始
営業時間：午前９時～午後５時
入館料：大人490円、小中学生240円
場　所：つつじが岡公園内
電　話：7 4 - 5 3 5 5

　４Ｄシアターは、３Ｄ映像に合わせて風や振動、ミス
トなどを感じながらご覧いただく、体験型のシアターと
なっています。また現在、「勾当内侍遺愛のつつじ移植
390 年　江戸時代から守り伝えられたつつじ」の企画展
示を開催しています（平成　年２月　日まで）。30 28

会
議
資
料
は
、
事
前
に
合
併
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
資
料
が

必
要
な
か
た
は
、
印
刷
の
う
え
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

表紙の写真


